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 The torsos of 39 young women were measured using two three-dimensional devices (VIVID 910, Konica 
Minolta Sensing Co.) . The shape of the shoulder was represented with a 3D model which was constructed 
83 points on the body surface of the shoulder include neck line, shoulder seam line, armhole line, across 
back line and across chest line. The average model of shoulder for young Japanese women was obtained. 
But the individual shape of shoulder varied widely. Then the principal component analysis was performed 
to clarify the factors that characterize individual shoulder shapes. The principal components obtained were 
"f
orward thrust shoulder or not," "sloping shoulder or square shoulder," "thick or thin upper back" and 
"
pigeon breasted or flat breasted." These results will help to design more fitted dress dummies and to 
improve apparel fit.
1.緒 言
 既 製衣料 の利 用率 は極 めて 高い が、体つ きに合
わ ない とい う不 満 も多い。近年 の アパ レル 業界 で
は低 価格 を競 う一方 で 、個 人 の体形 ・サ イズ ・個
性 に合 った服 を求 め るセ ミ ・オ ー ダーシス テムの
利 用 が、従来 お仕立 て を利用 して きた層 で はな く、
比 較 的若い層 に向 け て アピール してい る。一方 、
欧 米 で も"Mass Customize Clothing"と い う言
葉 が注 目 されて い る。具 体 的に は3次 元 計測 か ら
身体寸 法 を算 出 し、 デザ イ ンを選 んで個 人 向けの
型紙 をつ く り、 コ ン ピ ュ ー タ ー上 の シ ミュ レー
シ ョンで試着 し、短期 間 に生 産 を終 えて消費者 の
手元 に届 くとい うシス テムで ある(佐 藤2002)。
 現状 で は この3次 元 計測 は巻尺 計測 の手 間 を省
くのみで 、最終 的 には2次 元 の寸 法 デー タだ けで
衣服 を設計 してい る。 しか し、 身体の寸 法 をい く
ら合 わせ て も、形 があ ってい なけれ ば フィ ッ ト性
は向上 しない。Mass Customize Clothingの よ う
な生産を現実のものにす るためには、個人の体つ
きの立体的形状の特徴 を捉 え、これに応 じて型紙
を設計す る方法が必要 といえる。
 そこで、我々は人体の3次 元形状 を解析す るこ
と、特に2次 元の寸法データで表現 しきれていな
かった部位の形状についての個人差 を表現す る要
因 を明 らかにすることを目的 とした。本研究では
肩部の形状 に着目した。衣服は肩 で着 ると言われ
るように、肩部は体形 を表わす と共 に衣服 を支 え
る最 も重要な部位である。肩部の形状については、
いくつかの研究 がみ られ るが、マルチ ン式の計測
器具や巻 き尺等 による寸法の検討(有 馬1970、
高橋 等1970、 河村 等1987、 大村 等1987)が 主で
あ る。3次 元計測 か らダ ミーを作 成 した伊藤 ら
(1997)の 研究 も見 られ るが、肩部の形は詳細 に
捉 えられていない。著者 らの研究(渡 邊 ら2000)
でも同様である。多 くの3次 元計測機器では、機
.器 を水平 に近い角度で設置す るために肩部に欠損
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Mean S.D Min Max 
X1 正中矢状面から胸幅点までの距離 15.1 0.9 12.9 17.1 
Xb8 正中矢状面から背幅点までの距離 16.8 1.2 15.1 19.9 
Xb49 正中矢状面から肩先点までの距離 16.9 1.0 14.5 19.2 
Xb44 正中矢状面から頭側点までの距離 6.1 0.5 5.3 7.6 
Z1 頭側・前頭面から胸幅点までの距離 4.1 1.1 1.6 7.2 
Z8 頭側 E前頭薗から正中の胸幅線までの距離 7.2 1.3 4.5 9.9 
Z45 頚側・前頭面から頚寓点までの距離 4.4 0.8 2.7 5.7 
Zb1 頭側・前頭薗から正中の背幅線までの距離 6.7 1.3 4.3 10.7 
Zb8 頭側前頭面から背幅点までの距離 4.5 1.3 2.1 7.3 
Zb41 頭側・前頭面から覇権点までの距離 4.0 0.9 6.7 2.0 
Zb49 頭側・前頭面から肩先点までの距離 0.5 1.0 -1.6 2.3 
Y8 肩先・水平面から絢幅線までの距離 4.2 0.8 6.0 2.6 
Y45 肩先・水平面から頭寓点までの距厳 0.6 1.0 1.4 3.4 
Yb1 肩先・水平面から背幅線までの距離 4.0 0.9 6.5 1.7 
Yb41 肩先水平面から頚椎点までの距離 5.5 1.2 3.5 7.8 
Yb44 肩先・水平面から頭側点までの距離 4.6 0.9 3.2 6.9 
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